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１．交渉会合の概要

期間： 3 月 4 日〜 13 日
開催地：シンガポール
    グランド・コプソーン・ウォーターフロントホテル
参加者： 11 か国の交渉担当官
    ステークホルダー（企業、業界団体、 NGO など）
    総勢約 600 名
       内田は米国の NGO パブリック・シチズンのメン 

        バーとしてステークホルダーに登録。もちろん日本
        からの参加はメディア以外認められない。



２．交渉内容のポイント
主要テーマ
１）知財、２）環境、３）法的・制度的課題⇒ 7 日間

● ４）⾦融サービス、５）投資、６）労働、７）市場ア
クセス など ⇒ 5 〜 6 日間

●

特に知財は焦点であり「企業 VS NGO 」「米国 VS
他国」の構図がくっきり

●

● しかし交渉はまったく秘密裡であるため、後日の詳細
な分析が求められる。

● INSIDE US TRADE  などの記事を参考にされたい。



３．企業優先の TPP 交渉の実態〜会場外での動き

★ ステークホルダー会議
＊会期中、 3 月 6 日（水）の 1 日
＊企業、 NGO の参加

●  約 70 がブース出展（リスト参照）
●  約 40 がプレゼンテーション（リスト参照） 
●  ⇒企業には「商談」の場
●    NGO にはロビイングの場
●     
●





３．企業優先の TPP 交渉の実態〜会場外での動き

★ 企業側の動き
＊会期中、 3 月８日（⾦）夜、

●  在シンガポール米国商工会議所主催のレセプション
●  ⇒もっとも「カジュアルに」企業と交渉官が話す場
●  
●     
●

なぜ議⻑国でもない米国の、
● 「商工会議所」が主催？



３．企業優先の TPP 交渉の実態〜会場外での動き

★ 企業側の動き
＊各業界のロビイ活動

●   3 月 4 日、「米国研究製薬工業協会 : 
PhRMA 」が、 TPP 交渉の各国交渉担
当官あてに「知的所有権のさらなる強
い保護を求める要望書」をリリース。

● ＊加盟企業は、ファイザーやジョンソン＆ジョンソ
ン、グラクソスミスクライン、ブリストル・マイ
ヤーなどの米国多国籍企業。日本のエーザイ株式
会社や第一三共薬品株式会社などの在米日本企業
支社も名を連ねている

●   



３．企業優先の TPP 交渉の実態〜会場外での動き

★NGO 、市⺠社会の動き
● 国際ロビーチームが形成され、毎回の交渉会合に参

加、定期的に会議を持ち、情報共有と戦略を練る。
・パブリックシチズン（米国）

● ・ジェーン・ケルシーさん（ NZ ）
● ・第三世界ネットワーク（マレーシア）
● ・ KEI （米国）
● ・コンシューマーインターナショナル（シンガポールから参加）
●   FTA ウォッチ（タイ）
●  マレーシアエイズ協会（マレーシア）
●  東南アジアたばこ規制連合（マレーシア）
●  アジア太平洋資料センター（ PARC ）  
●     



３．企業優先の TPP 交渉の実態〜会場外での動き

TPP をつぶすためには、「情報」が第一！
●  ・すべての参加交渉官の名前と部署、メアドを把握

 ・誰が、いつ、何をいったのかを共有
 ・業界団体、企業とも接触

●  ・日本の参加阻⽌にも全⾯協⼒
●  ・特にリーク情報の扱いには最大注意を払い進める
●    cf,MAI では NGO が
●    リーク情報を公表
●    し交渉破たん。  
●   ＝ドラキュラ作戦



４．「日本の参加問題」に関して
   

＊公式には「日本の参加は議論していない」
●  （ InsideUSTrade 記事、 3 月 7 日時点）
● ＊ステークホルダー会議後のカンファレンスでの質問
●  「日本の参加を各国は受け入れるか？どんな影響が

あるか？」「米国は日本に何を要求しているの
か？」

●  ⇒ 「特別扱いはない」
● 「参加表明をしたいかなる国に
● 対しても、手続きを従うだけ」



４．「日本の参加問題」に関して
   

＊しかし実際には、「日本の参加」は米国企業側からさま
ざまな場⾯で触れられ、「参加が前提」になっている。

● 【プレゼンテーションにて】
● ①“Achieving the Full Promise and Potential of the TPP “ by 

– Emergency Committee for American Trade (ECAT)  
「米国貿易緊急会議」 Calman Cohen 氏

●  ⇒「日本が例外なしの関税撤廃に合意するなら参加指⽰」
● ②”TPP – An Automotive Industry Perspective”
●  フォード社によるプレゼン。
●  ⇒トヨタ、ホンダ、ニッサンなどを名指しで批判。米国自動

⾞業界の発展にとって「日本は課題」と指摘



４．「日本の参加問題」に関して
   

● 【メディア取材に対し】
① 米国商⼯会議所 副会⻑の Tami Overby 氏
「日本のできるだけ早い参加を支援する。ただし、交渉に遅滞をもたらさ
ない限り」「日本は米国との間に、自動⾞、⽜⾁、保険分野での『信頼醸
成措置』をとるという成果を⾒せなければならない」「日本はすでに⽜⾁
については成果を達成してくれた。「韓米 FTA を⾒習うべき」
（ InsideUS Trade 紙へのインタビュー）



４．「日本の参加問題」に関して
   

＊ 3 月 11 日、国際 NGO チームが、米国交渉担当官から「日本の
参加問題」に関する情報を入手（以下内容）。

● ＊ シンガポールでの TPP 交渉会合の中で、米国の貿易担当官が、日本の交渉参加が認
められるための手続きについて、他国の交渉官に対して次のように述べた。「日本
は、カナダとメキシコが TPP に参加するために強いられた、非礼であり、かつ不公正
な条件と同内容を合意している。つまり、事前に交渉テキストを⾒ることもできなけ
れば、すでに確定した項目について、いかなる修正や⽂⾔の変更も認められない。新
たな提案もできない」。さらに米国の担当官は、日本の参加表明がなされた後、参加
各国は日本との二国間協議を 7 月までに完了させるように、との指⽰も⾏なった。つ
まり、日本は 7 月の会合には参加できず、 9 月の交渉会合まで TPP 交渉のテーブル
につくことはできないということである。 9 月の交渉会合は、 TPP 交渉国の首脳が
APEC 会議にて集まり、交渉を「完了した」とサインするであろうといわれている 10
月の 1 か月前だ。しかも 9 月の会合は米国で持たれ、議⻑国は米国となるため、異論
や再交渉の要求があっても、押えつけることが可能だ、と交渉担当官はいった。

●





４．「日本の参加問題」に関して
   

TPP 交渉会合におけるリーク情報をどうとらえ扱うか
● ＊市⺠社会の原則は、「情報公開」「透明性」「説明

責任」などすべての情報の「共有」にある。
● ＊しかし情報源の秘密保持、今後の NGO 活動の保護と

いう観点から、情報源は明かせない。現実の⼒関係
や社会構造との兼ね合いから。

● ＊議事録の公開などを求めても無理だろう。
● ＊日本政府自身は、このことを「知って」いるのか？
● ＊問題は、「すべてが秘密裏」であること。
●

●



４．「日本の参加問題」に関して
   

●

●ＴＰＰ、「聖域」主張に各国懸念 日本に合意厳守要求へ（ 3/13 共同）
●

● 【シンガポール共同】シンガポールで開催中の環太平洋連携協定（ＴＰ
Ｐ）拡大交渉会合で、日本が交渉参加をめぐり一部農産品などの関税撤
廃を例外扱いし「聖域」を設定するよう求めることに、複数の国が懸念
を示したことが１２日、分かった。各国はこれまでの交渉会合で積み重
ねた合意を厳守するよう日本に要求することでも一致したという。

●

● 交渉筋が明らかにした。交渉会合は１３日に閉幕し、先⾏１１カ国は日
本の交渉入りを表向きは歓迎するとみられるが、農産品などの聖域死守
を交渉方針とする安倍政権に打撃となりそうだ。安倍晋三首相は１５日
に交渉への参加を表明する⾒通し。

●


